
 

 

 

 

 

今年度の「栗山と福祉の集大成！  

２/２０（木）の栗山と福祉は、「栗山公園のバリアフ 

リー化の提言」集会！高専連携事業の関係で日経 BP コ 

ンサルティング様、北海道介護福祉学校から５名様、栗山町役場 

から２名様、㈱ライセンスアカデミーから２名様、㈱リクルート 

から１名様と、なんと栗山町議会議員も３名様という顔ぶれをお 

客様として招き、実施！ 

１０班に分かれての発表でそれぞれスライドを作成。各自の持ち味を生かしながら展開していった。 

はじめの方の組は個人発表で見つけたフリー素材のイラスト多めで作成し、発表した。後半に連れ、写真を交えた

発表となったが、どちらが見やすい？わかりやすいかな？みんなに考えてもらいたくて、順番を組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

どの班も要点がしっかりとまとめられていました！ 

では考えてみましょう！ 

 

 

 

令和７年２月号 

流汗清心 
 

 

１学年通信 

１学年主任 梅津 学 
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★まとまっています！ 

よりよくするには、太字にした

り、下線をいれたり、フォント

の大きさを変えたり、色を

変えたり、写真があるとどう？ 

★箇条書きで見やすい！ 

より臨場感を伝えるためには

何が必要かな？ 

★ポイント抑えています！ 

では、自動販売機にはどんなも

のがあるでしょう？導入費用

は？など調べましょう！ 

 

★フリー素材は使えますね！ 

こちらも「より臨場感を出すに

は写真を入れる」とわかりやす

い！ 

役場の方や、修繕する人たちにこれを提案するとき、あなたが担当者だっ

た場合、これを見てどこを直すかわかりますか？「栗山町に頑張ってもらいた

い」という発表もありましたね！ 



 では、「頑張ってもらう」ためにも具体的にどこのどういうとこ

ろがという点が大事ではないでしょうか？写真が入ったスライドはこちらです！ 
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Canvaを使うと、下のようなテンプレートも多いです！また、動画なども入れるのが楽！素敵なフォントも 

使えます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

★写真はやはり効果的！ 

例えば、「マップのどこ」という情報を写

真に加えることも効果的ですよね！現状の「見

える化」「具体性」が大事！ 

★背景色やマーカーなども見やすさ向上ポイント！ 

より効果的に見やすさを求めるとき、カラーの方が見栄

えが違いますよね！また、Canvaのソフトで作成した班も

ありました！色々試してみましょう！ 

 
 

https://youtu.be/JFJFfcdRp_4?si=ETUtEexe7AStfUR3 

 

https://youtu.be/JFJFfcdRp_4?si=ETUtEexe7AStfUR3


 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表が終わって、 ホッとしたのも束の間。学年主任からの打ち合わせなしの質問攻撃にも、しっかりと答えて

くれていました！今年度の振り返りや、修繕に向けて高校生でもできることは？地域行事に積極的な参加とは？など

各班の突っ込みたいところなどを質問させてもらいました！ 

今回の発表の中で、議員の皆様も真剣に耳を傾けて聞い 

ていただいていたのが印象的でした。修繕が必要そうな箇 

所のスライドが出てくるたびに写真を撮ってくださって 

いる姿がありました。 

また、高専連携事業でいつもお世話になっている北海道 

介護福祉学校の悪七校長先生から、コメントを頂きました。 

 「日頃から生活しているところから見方を変えることからの 

気づきを大切にして」「もう少し深く調べたり、関連付けて考 

えたりすると理解が深まる」「改修業者の人が、福祉に関心を 

持っていたらもっと使いやすいものになるのでは」「誰でも使い

やすくするためには？を考えよう」といった課題をいただきました！ありがとうございました。 

 

最後に栗山町議会議員の皆様から、「議員のオシゴト」についての 

説明をいただきました。住民の声を「一般質問」の場で、町長や国 

に提案するのが議員の仕事の一つですとおっしゃってくれました。 

 今回のスライドを見ていただき、木の枝・段差・グレーチング・ 

道の凹凸・マンホール・駐車場の段差・自販機の高さ・スロープ角・ 

階段などについてが問題点だと受け止めていただきました！ 

 その後にも生徒から日頃から困っている部分についての質問では、 

生徒から「栗山公園の街灯の数と点灯時間の検討について」「栗山温 

泉付近の歩道の除雪について」「駅の冷暖房と、電車の便数増加について」「帰りのバスの時間帯の変更について」「栗

山・長沼双方の町営バスの連動について」があげられた。予算の関係や、公共交通機関の関係となると全て通るもの 

ではないし、バスの運転手の不足があげられていることもあるので、どうな 

るかはわかりません。しかし、「困っている」という想いは声にして動かないとそ 

のままなのです！ 

 今回に限らず、帰りの交通手段がない生徒に対して、柔軟に対応してくだ 

さっている栗山町。本当に感謝しております！ 

 そして、言ったからには我々も「まちの一員として、栗山 

町のために、何ができるのか！」を考えて動きましょう！  

みんなでまちをよくしていきましょう！ 

 

  

 

  
https://youtu.be/Cc1tJZVfClQ?si=MMc0vIGdf2jSg2sk 


